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◇
　
序
文
　
◇

中
山
さ
ん
か
ら
ご
実
家
の
飯
田
家
に
伝
わ
る｢

維
新
史
料
　
第
二｣

と
題
す
る
文

書
の
ご
提
供
を
受
け
ま
し
た
の
で
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

1853
1853
1853
1853
1853

｢｢ ｢｢｢

嘉
永
六
年

嘉
永
六
年

嘉
永
六
年

嘉
永
六
年

嘉
永
六
年     

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

1853

嘉
永
六
年
六
月
三
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
四
隻
が
前
年
の
予
告
通
り
浦

賀
に
現
れ
、
国
書
を
奉
呈
し
て
幕
府
に
開
国
を
迫
り
ま
し
た
。
夫
れ
ま
で
二
五

〇
年
の
間
、
幕
府
は
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
幕
藩
体
制
を
維
持
し
、
全
国
統
治
体

制
を
確
立
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
黒
船
来
航
に
よ
っ
て
日
本
は
欧
米
諸
国

と
の
産
業
・
技
術
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
列
強
の
植
民
地
に
な
る
の
を
避

け
て
、
主
権
国
家
と
し
て
生
き
て
行
く
た
め
に
は
、
日
本
を
開
国
し
て
国
際
社

会
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
ら
開
国
を
決
定
で
き
な
か
っ
た

幕
府
は
、
朝
廷
に
奏
聞
し
、
六
月
廿
六
日
、
国
書
の
訳
文
を
大
小
諸
侯
に
示
し

て
八
月
を
期
限
に
意
見
を
諮
詢
し
ま
し
た
。、幕
府
が
政
事
に
つ
い
て
諸
侯
の
意

見
を
聞
く
事
は
夫
れ
ま
で
嘗
て
無
か
っ
た
事
で
あ
り
、
事
態
が
尋
常
で
な
か
っ

た
事
を
示
し
て
い
ま
す
。

長
州
藩
の
答
申
案
は
強
硬
な
攘
夷
論
で
す
。
同
じ
主
張
は
尾
張
藩
徳
川
慶
勝
、

水
戸
藩
徳
川
慶
篤
ら
十
三
人
。
回
答
を
延
期
し
て
軍
備
が
整
う
の
を
待
っ
て
拒

絶
せ
よ
と
言
う
引
延
し
策
が
薩
摩
藩
島
津
斉
彬
等
八
人
。
条
件
付
も
含
め
て
、

開
国
要
求
を
容
れ
よ
と
い
う
意
見
は
津
山
藩
松
平
済
民
ら
九
人
。
い
ず
れ
と
も

云
わ
な
い
の
が
広
島
藩
浅
野
斉
粛
ら
三
人
。
意
見
が
分
か
れ
て
幕
府
は
収
拾
が

付
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
鎖
国
か
開
国
か
、
尊
皇
か
佐
幕

か
で
国
論
が
対
立
し
始
め
、
幕
府
の
統
制
力
は
急
速
に
衰
え
る
事
に
な
り
ま
し

た
。

長
州
藩
で
は
幕
府
の
諮
問
を
受
け
て
、
諸
支
藩
と
協
議
し
統
一
答
申
案
を
作
成

す
る
事
に
な
り
、
目
付
役
坂
九
郎
右
衛
門
を
藩
地
に
遣
わ
し
、
案
を
も
た
ら
し

て
本
藩
在
国
の
老
臣
、
長
府
、
岩
国
の
二
家
に
意
見
を
聞
か
せ
ま
し
た
。
徳
山
、

清
末
の
二
藩
主
は
折
か
ら
在
府
中
で
し
た
の
で
、
毛
利
慶
親
公
と
親
し
く
協
議

の
結
果
、
皆
異
義
な
く
答
申
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
八
月
廿
三
日
を

も
っ
て
若
年
寄
井
原
豊
前
を
し
て
閣
老
阿
部
正
弘
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
案
は
「
下
書
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。｢

防
長
回
天
史｣

第
二
編
第
二
章

｢

嘉
永
六
年
の
毛
利
氏｣

（
第
二
卷
27
頁
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
八
月
廿
二
日
、
幕

府
の
奥
右
筆
黒
沢
正
助
へ
出
来
上
が
っ
た
文
案
を
内
見
せ
し
め
、
そ
の
意
見
を

容
れ
て
修
正
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
資
料
８
頁
以
下
の
文
章
が

阿
部
正
弘
に
提
出
し
た
最
終
答
申
書
で
、
傍
線
部
分
が
そ
の
修
正
個
所
で
す
。

●
「
御
国
威
不
損
様
の
良
策
」
は
単
に｢

御
無
事
の
御
良
策｣

で
あ
っ
た
の

　 
を
改
め
た
。

●
「
格
別
知
勇
の
良
策
」
は｢

格
別
無
事
の
良
策｣

を
改
め
た
も
の

●
「
異
賊
共
の
心
胆
を
打
挫
き
（
飯
田
家
文
書
で
は｢

抽
キ｣

）
候
程
に
も
」

　 

は
全
て
補
筆
挿
入
し
た
も
の
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な
お｢

防
長
回
天
史｣

第
二
編
第
二
章｢

嘉
永
六
年
の
毛
利
氏｣

（
第
二
卷
27

頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
最
終
答
申
と
比
較
し
て
、
若
干
の
字
句
の
違
い

が
有
り
ま
す
が
、
殆
ど
同
文
で
す
。
食
い
違
い
ヶ
所
を
（
　
）
内
に
入
れ

て
ル
ビ
で
示
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
幕
府
は
こ
の
時
は
下
田
、
函
館
、
長
崎
を
開
い
て
薪
、
水
、

食
料
、
石
炭
な
ど
の
欠
乏
品
の
供
給
を
約
し
ま
し
た
（
下
田
条
約
と
言

う
）。

1857
1857
1857
1857
1857

｢｢ ｢｢｢

安
政
四
年

安
政
四
年

安
政
四
年

安
政
四
年

安
政
四
年     

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案｣｣ ｣｣｣

1857

安
政
四
年
、
米
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
が
将
軍
に
謁
見
し
（
９

/
21
）、
国
書
を
奉
呈
し
て
通
商
条
約
の
締
結
を
迫
り
ま
し
た
。
国
内
で

は
尊
皇
攘
夷
論
が
盛
ん
に
な
り
始
め
た
の
で
、
阿
部
伊
勢
守
（
老
中
）
は

外
交
を
堀
田
備
中
守
に
任
せ
ま
し
た
。堀
田
は
ハ
リ
ス
と
談
判
し
て
通
商

条
約
を
起
草
し
ま
し
た
が
、
調
印
に
は
勅
許
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、

朝
廷
は
下
田
条
約
以
外
は
好
ま
ず
、
容
易
に
勅
許
は
下
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
堀
田
閣
老
か
ら
諸
侯
に
再
び
意
見
を
諮
詢
し
た
の
で
す
（
11
/
１
）。

12
〜
16
頁
の
文
章
が
安
政
四
巳
11
月
28
日
、堀
田
備
中
守
へ
差
出
さ
れ
た

長
州
藩
の
意
見
書
で
す
。

1857
1857
1857
1857
1857

｢

防
長
回
天
史｣

第
二
編
第
十
四
章｢

安
政
四
年
の
毛
利
氏

安
政
四
年
の
毛
利
氏

安
政
四
年
の
毛
利
氏

安
政
四
年
の
毛
利
氏

安
政
四
年
の
毛
利
氏｣

（
第
２
卷194

頁
）
に
よ
る
と｢

五
日
（
九
月
）
公
東
勤
の
途
に
上
り
十
月
五
日
江
戸
に

達
し
麻
布
邸
に
入
る
。二
十
一
日
米
使
ハ
リ
ス
将
軍
に
謁
し
て
国
書
を
奉

呈
し
、
其
二
十
六
日
に
至
り
、
堀
田
閣
老
等
米
使
と
会
見
す
。
十
一
月
朔

日
、
幕
府
米
使
齎
ら
す
所
の
国
書
を
諸
侯
に
示
し
、
十
一
日
更
に
会
見
始

末
書
を
示
し
て
列
藩
の
意
見
を
求
む
。
二
十
八
日
公
答
案
を
具
し
て
閣
老

に
呈
す
。
そ
の
文
に
曰
く｣

と
あ
っ
て
、
本
資
料
の
12
〜
16
頁
の
答
申
案
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
州
藩
で
は
江
戸
方
行
相
府
の
み
な
ら
ず
、
地
方
政
府
即
ち
国
相
府
か
ら

も
建
白
し
、
藩
一
体
で
対
外
政
策
を
意
見
具
申
し
ま
し
た
が
、
こ
の
段
階

で
は
鎖
国
と
も
攘
夷
と
も
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
藩
内

で
は
次
第
に
尊
攘
論
が
高
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

1858
1858
1858
1858
1858

｢｢ ｢｢｢

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年     

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案｣｣ ｣｣｣

1858

安
政
五
年
、
堀
田
備
中
守
は
自
ら
上
京
し
て
条
約
勅
許
を
奏
請
す
る
事
に

し
ま
し
た
。
前
年
の
暮
れ
か
ら
林
大
学
・
津
田
半
三
郎
を
京
都
に
遣
わ
し

て
周
旋
に
努
め
た
が
奏
功
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
二
月
五
日
入
洛
、
九

日
参
内
し
た
が
、
朝
廷
で
は
大
論
争
の
末
、
外
交
は
幕
府
に
一
任
せ
ず
。
長

崎
、
函
館
以
外
開
港
す
べ
か
ら
ず
。
下
田
は
米
使
自
ら
不
便
と
称
し
て
い

る
の
で
、
此
期
に
乗
じ
て
閉
港
す
べ
し
（
条
約
拒
否
）。
国
家
の
大
事
、
人

心
の
服
不
服
最
も
重
大
ニ
付
、
三
家
以
下
、
諸
侯
の
赤
心
の
在
る
所
を
聞

き
和
戦
の
聖
断
を
仰
ご
う
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
折
か
ら
、
神
奈

川
に
米
艦
が
乗
り
込
ん
で
来
た
の
で
、
備
中
守
は
四
月
五
日
目
的
を
果
た

さ
ず
帰
府
し
ま
し
た
。

1858
1858
1858
1858
1858

｢

防
長
回
天
史｣

第
二
編
第
十
六
章｢

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏｣

（
第
２
卷231

頁
）
に
よ
る
と
、｢

二
十
五
日
（
三
月
）
公
列
藩
諸
侯
と
共
に
幕
命
に
依
り
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1855

な
お
、
防
長
回
天
史｣

第
二
編
第
五
章｢

安
政
二
年
の
大
勢｣

（
第
２
卷
77

頁
）
に
堀
田
備
中
守
正
篤
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ご
参
考
ま
で
。

1855

｢

（
安
政
二
年
十
月
）九
日
溜
間
詰
堀
田
正
篤
備
中
守
入
て
老
中
と
な
る
。

班
阿
部
正
弘
の
上
に
あ
り
、
堀
田
正
篤
は
天
保
年
中
曽
て
老
中
た
り
。

水
野
忠
邦
と
合
わ
ず
し
て
職
を
辞
し
閑
地
に
居
る
こ
と
十
四
年
、
此
に

至
り
て
再
び
出
ず
。
始
め
よ
り
蘭
学
を
愛
し
、
早
く
開
国
の
説
を
唱
ふ
。

当
時
列
藩
の
医
術
兵
制
洋
式
に
倣
ふ
者
佐
倉
を
以
て
嚆
矢
と
為
す
故
に
、

鎖
国
攘
夷
を
主
張
す
る
者
之
を
譏
り
て
蘭
癖
先
生
と
謂
う
ふ
に
至
る
。

正
篤
の
入
閣
は
正
弘
の
推
薦
に
出
ず
。
而
し
て
正
弘
の
俄
に
正
篤
を
推

薦
せ
し
事
情
未
だ
得
と
し
て
之
れ
を
詳
か
に
せ
ず
と
雖
も
、
島
津
斉
彬

し
ま

当
時
の
事
情
を
揣
摩
し
て
謂
え
ら
く
正
弘
が
正
篤
を
推
薦
し
、
己
れ
の

上
に
置
き
た
る
は
其
意
溜
間
詰
井
伊
氏
等
の
非
難
を
抑
へ
ん
と
し
正
篤

を
以
て
攻
撃
の
衝
に
当
ら
し
め
た
る
も
の
に
し
て
政
権
は
依
然
と
し
て

正
弘
に
在
る
べ
き
な
り
と
。
此
言
蓋
し
事
実
に
遠
か
ら
ざ
る
の
観
察
な

る
べ
し
。
而
し
て
当
時
閣
中
に
は
正
篤
出
で
た
る
が
為
に
苦
心
を
減
じ

た
り
と
説
く
者
多
か
り
し
と
の
説
あ
り
し
に
因
り
て
之
を
見
る
も
、
此

推
挙
た
る
や
蓋
し
正
弘
等
が
当
時
の
時
勢
に
処
し
、
其
声
望
の
薄
弱
を

感
じ
た
る
に
起
れ
る
な
ら
ん
歟
。
然
れ
ど
も
幕
府
と
水
戸
氏
と
は
正
睦

登
庸
の
時
よ
り
稍
々
隔
離
の
情
を
呈
す
る
に
至
れ
る
も
の
の
如
し｣以

　
上

登
城
す
。
幕
府
閣
老
堀
田
備
中
守
を
し
て
米
国
条
約
勅
答
の
故
を
告
げ
て

諸
侯
の
意
見
を
徴
す
。
此
時
幕
命
あ
り
公
を
し
て
帰
国
の
期
を
五
月
ま
で

延
べ
し
む
。
公
乃
ち
邸
に
帰
り
直
ち
に
當
役
以
下
諸
臣
を
会
し
て
答
案
の

(

四
月)

事
を
議
せ
し
む
。
二
十
九
日
案
成
る
。（
案
は
江
戸
在
邸
の
諸
臣
に
示
し
た

る
も
在
国
諸
老
臣
に
示
す
の
暇
な
か
り
し
と
云
う
ふ
）
五
月
三
日
之
を
幕

府
に
奉
ず
。其
文
に
曰
く｣

と
し
て
本
資
料
の
の
16
〜
18
頁
の
答
申
案
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

1858
1858
1858
1858
1858

｢｢ ｢｢｢

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年

安
政
五
年     

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書｣｣ ｣｣｣

1858

安
政
五
年
五
月
一
日
、
井
伊
直
弼
が
大
老
に
就
任
す
る
や
、
当
時
の
二
大

政
治
問
題
で
あ
っ
た
将
軍
継
嗣
問
題
に
つ
い
て
紀
伊
侯（
後
の
将
軍
家
茂
）

を
立
て
る
一
方
、日
米
修
好
通
商
条
約
も
幕
府
の
専
断
に
よ
り
調
印
し(

６

/
15)

、
宿
次
奉
書
を
以
て
朝
廷
に
奏
問
に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
為
違
勅
調

印
論
が
沸
き
起
っ
た
が
、
井
伊
掃
部
頭
は
頑
と
し
て
肯
か
ず
、
却
て
強
権

を
以
て
水
戸
・
尾
張
・
越
前
公
に
謹
慎
を
申
付
け
、
一
橋
卿
に
は
登
城
差

止
、
水
戸
中
納
言
に
は
差
控
え
を
命
じ
ま
し
た
。
幕
閣
で
は
堀
田
備
中
守
、

川
路
左
衛
門
尉
、岩
瀬
修
理
ら
が
辞
職
し
ま
し
た
。｢

防
長
回
天
史｣

第
二
編

（
五
月
）

第
十
六
章｢

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏

安
政
五
年
の
毛
利
氏｣

（
第
２
卷231

頁
）に
よ
る
と｢

十
二
日
公

江
戸
を
発
し
帰
萩
の
途
に
就
く
。
二
十
四
日
尾
州
清
洲
に
着
し
正
午
尾
越

駅
に
憩
う
。
会
々
周
布
政
之
助
萩
よ
り
到
り
て
公
に
謁
し
幕
府
の
諮
詢
に

対
す
る
国
相
府
の
意
見
書
を
奉
る
。其
文
に
曰
く｣

と
し
て
本
資
料
18
頁
以

下
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



4

「
飯
田
家
文
書
」

ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
幕
府
対
外
政
策
に
つ
き
諸
侯
へ
の
諮
詢
と
長
州
藩
の
答
申
案

◇
　｢

嘉
永
六
年 

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
頁

◇
　｢

安
政
四
年 

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案｣

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２
頁

◇
　｢

安
政
五
年 

長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案｣

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１６
頁

◇
　「
安
政
五
年 

幕
府
諮
詢
に
対
す
る

長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８
頁

◇
　
目
　
次
　
◇

◇
　
目
　
次
　
◇

◇
　
目
　
次
　
◇

◇
　
目
　
次
　
◇

◇
　
目
　
次
　
◇
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　◇
　
凡
例
　
◇

一
、〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉
全
体
を
通
し
て
、
可
能
な
限
り
古
文
書
原
本
に
忠
実
に
読
解
文
を

表
記
す
る
。

◇
原
文
が
旧
漢
字
の
時
は
、
活
字
が
あ
る
限
り
旧
漢
字
で
表
記
す
る
。
活
字
が
無
い
と
き
に
限
り

　
常
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

◇
異
体
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
　〈
例
〉
＝
　
　（
等
）、　 

（
事
）、　
　（
迄
）

◇
変
体
仮
名
は
原
文
通
り
と
す
る
。
　〈
例
〉
＝
者
（
は
）、
幾
（
き
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、

          

尓
（
に
）、
江
（
え
）、
之
（
の
）、
而
（
て
）、
連
（
れ
）　
な
ど
。

◇
助
詞
も
原
文
通
り
表
記
す
る

　
　
　
　
　
ヨ
リ
、
よ
り
、
ニ
テ
、
ニ
而
（
ニ
て
）、　
　
　
ニ
て
、
候
得
共
（
候
え
共
）、 

ニ
付

◇
活
字
が
無
い
合
字
・
省
字
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　〈
例
〉　
　
　
よ
り
、
ト
モ
、
ト
キ
、
と
し
て
（
〆
）、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
活
字
が
あ
る
も
の
は
原
文
の
通
り
。〈
例
〉
廿
、
杢
、
な
ど

◇
繰
り
返
し
の
表
記
　〈
漢
字
〉
〃
↓
々
、〈
仮
名
〉
ゝ
　〈
二
字
以
上
〉
／
＼
　

　    

　
　
　

一
、 

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

　
　 

◇
助
詞
等
に
右
寄
せ
の
小
文
字
表
記
は
適
用
し
な
い
。
全
文
を
同
じ
大
き
さ
の
活
字
で
表

　

　
記
す
る
。

◇
返
り
点
は
使
用
し
な
い
。
代
わ
り
に
難
読
個
所
に
は
ヨ
ミ
の
ル
ビ
を
打
つ
。

以
上
は
Ｈ
Ｐ
にhtml

表
記
す
る
場
合
、
縦
書
き
を
横
書
表
記
に
変
更
す
る
場
合
な
ど
に

生
じ
る
諸
問
題
を
回
避
す
る
為
で
あ
る
。

一
、
誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、
誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、
衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、
あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

◇
右
傍
に
正
字
を
ル
ビ
で
示
し
〈
ｘ
カ
〉
と
す
る
。
但
し
、
明
ら
か
な
誤
字
は
正
字
と
置
き
換
え

　
る
。

 

◇
意
味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
を
付
す
。

 

◇
あ
て
字 

に
は
正
字
で
ル
ビ
を
打
つ
。

 

◇
重
複
（
衍
字
）
の
場
合
は
（
衍
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、
虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、
そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

◇
欠
字
は
□
で
表
す
。
字
数
が
確
認
出
来
る
と
き
は
□
□
で
文
字
数
だ
け
□
で
埋
め
る
。
字
数
が

　
判
ら
な
い
と
き
は
　
　
　
で
示
す
。
推
読
可
能
な
欠
字
は
□
に
推
読
文
字
の
ル
ビ
を
打
ち
〈
ｘ

　
カ
〉
と
表
記
す
る
。

◇
判
読
不
能
個
所
は
　
な
い
し
　
　
　
で
示
す
。
　

◇
虫
損
破
壊
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
同
様
と
し
虫
損
と
す
る
。 

　

◇
推
読
個
所
は
同
じ
く
　
　
　
で
示
し
、
右
傍
に
（
…
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

◇
抹
消
部
分
は
読
解
し
な
い
（
含
、
見
せ
消
ち
や
抹
消
文
字
の
横
に
〃
を
付
け
た
場
合
な
ど
）

一
、
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
・・・・・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記
に
は
中
黒
（
・
）
を
付
け
区
分
す
る
。

一
、
朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、
後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、
付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

◇
該
当
部
分
を｢｣

で
囲
み
、
封
紙
ウ
ワ
書
、
端
裏
書
、
端
書
、
裏
書
、
朱
書
、
異
筆
、
後
書
、
付

　
箋
、
張
紙
、
刎
紙
な
ど
と
注
記
し
て
表
記
す
る
。

一
、
花
押
花
押
花
押
花
押
花
押
・・・・・
印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

◇
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
に
花
押
と
記
し
、
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
と
き
は
〈
印
〉
で
表
す
。

一
、
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈

◇
人
名
、
地
名
、
特
殊
な
用
語
、
現
代
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
語
、
特
殊
な
表
記
な
ど
の
説
明
に

　
は
「
注
ｘ
」
を
付
け
頁
毎
に
脚
注
を
付
け
る
。

◇
長
い
注
記
が
必
要
な
場
合
に
は
、
巻
末
補
注
を
設
け
る
。

◇
西
暦
年
数
、
時
刻
な
ど
簡
単
な
摘
要
は
注
釈
代
わ
り
に
適
宜
ル
ビ
を
付
け
る
。

◇
割
り
注
は
原
文
通
り
に
表
記
す
る
。
　

一
、
出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、
参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

◇
出
典
は
原
則
と
し
て
著
者
と
書
名
を
表
記
し
必
要
に
応
じ
て
頁
数
を
示
す
。
HP
は
URL
を
表
記

　
す
る
。

◇
参
考
文
献
は
巻
末
の
一
覧
表
に
詳
細
を
示
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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禁
他
見

維
新
史
料
　
第
二

維
新
史
料
　
第
二

維
新
史
料
　
第
二

維
新
史
料
　
第
二

維
新
史
料
　
第
二
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9

（
節
）

亜
墨
利
加
船
よ
り
差
出
候
書
簡
之
趣
ニ
付 

気
付
筋
申
出
候
様

御
達
之
旨
承
知
仕 

右
書
簡
熟
読
仕
候
處 

兼
々
願
之
品
茂
有
之

つ
ま

候
得
共 

縮
ル
所
ハ 
日
本
江
対
し
和
親
交
易
を
求 

自
然
注
１

不
相
調

節
ハ 

軍
艦
を
差
向
宿
意
を
可
達
所
存
と
相
見 

実
ニ
不
容
易

儀
ニ
付 

何
卒
御
国
威
を
不
損
様
之
良
策
は
有
之
間
敷
哉
と

（
欠
）

種
々
愚
考
仕
見
候
得
共 

格
別
存
付
之
品
茂
無
之 

一
先
願
之
通
り
通

（
欠
）

商
被
差
許
候
ハ
ゝ 

眼
前
事
穏
ニ
相
済
可
申
候
得
共 

併
此
度
亜
墨
利

加
江
通
商
被
差
免
候
ハ
ゝ 

其
他
之
諸
夷
ヨ
リ
茂
同
様
相
願 

終
ニ

日
本
之
国
力 

通
商
之
為
ニ
相
衰
候
様
成
行
可
申
哉 
既
ニ
間
近
く

於
清
国
茂
通
商
よ
り
事
起
り 

戦
争
ニ
及
び
人
民
塗
炭
ニ
苦

◇
　
嘉
永
六
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
嘉
永
六
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
嘉
永
六
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
嘉
永
六
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
嘉
永
六
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

＊
１
自
然
＝
万
が
一
。



10



11

候
様
相
聞 

猶
宋
明
末
年
之
先
蹤
注
１

も
有
之
事
ニ
候
得
ハ 

此
度

あ
ら
せ
ら
れ

和
親
交
易
之
儀
ハ 

乍
恐
御
深
慮
被
為
在
度 

且
於
日
本
ハ

（
外
欠
）

弘
安
度
其
外
　
□
夷
江
對
シ
武
威
を
示
し 

国
勢
益
熾
昌
注
２

ニ

（
趣
ハ
）

（
挫
）

（
程
）

相
成
候
儀
も
有
之 
旁
願
之
通
夷
賊
共
之
心
膽
を
打
抽
キ
候
処

（
ニ
）

ニ
も
堅
く
御
断
被
仰
聞 
防
禦
之
御
手
当
厳
重
之
被
仰
付 

後

（
候
）

か
え
っ
て

年
外
夷
覬
覦
注
３

相
絶
候
様
被
仰
付
□
方 

却
而
萬
全
之
御
策
共
ニ
ハ

（
欠
）

有
之
間
敷
哉
と
奉
存
候 

尤
是
等
之
儀
ハ 

疾
に
御
評
決
之
旨
も
可

あ
ら
せ
ら
れ
る

被
為
在 

猶
諸
家
気
付
之
内
ニ
ハ
格
別
知
勇
之
良
策
も
可
有

之 

私
式
愚
案
之
所
及
ニ
無
御
座
候
得
共 
被
仰
聞
之
旨
難
黙
止

（
ニ
付
欠
）

奉
存
候
□
□ 

不
顧
拙
陋
注
４ 

存
付
之
大
意
申
上
候
　
以
上

＊
１
先
蹤
＝
（
せ
ん
し
ょ
う
）
前
の
時
代
の
事
績
。
先
人
の
事
績
。
先
例
。
前
例
。

*

２
熾
昌
＝
（
し
し
ょ
う
）
盛
ん
な
こ
と
。

＊
３
覬
覦
＝
（
き
ゆ
））
分
不
相
応
な
こ
と
う
ぃ
窺
い
狙
う
こ
と
。
分
不
相
応
な
希
望
を
抱
く
こ
と
。
原
文
の｢
覦｣

の
字
は
豈
偏
に
兪
。

＊
４
拙
陋
＝
（
せ
つ
ろ
う
）
つ
た
な
く
い
や
し
い
こ
と
。
拙
劣
、
固
陋
。
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此
度
御
達
之
旨
委
細
承
知
仕
候 

於
私
格
別
存
付
候
儀
ハ
無

（
亜
米
利
加
）

（
欠
）

御
座
候
得
共
　
亜
墨
利
加
使
節
口
上
之
通
　
来
春
英
夷
致

（
欠
）

渡
来
候
得
者 

西
洋
之
諸
国
茂
相
続
而
致
渡
来
候
儀
必
然
事
ニ

御
座
候

い
ず
れ
の

（
致
哉
）

皇
国
者
四
面
海
岸
ニ
相
臨
ミ
　
孰
之
地
江
可
致
渡
来
相
成
茂

不
相
知 

夷
人
之
情
態
難
計 

御
国
辱
ニ
不
至
様
御
所
置

◇
　
安
政
四
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
四
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
四
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
四
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
四
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

亜
墨
利
加
よ
り
差
出
候
書
簡
江
対
し 

御
気
付
書
嘉
永
六
丑
八
月

廿
三
日
御
老
中
阿
部
伊
勢
守
様
江
被
差
出
候
下
書
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そ
う
じ
て

肝
要
之
儀
奉
存
候 

惣
而
太
平
之
風
習
ハ
自
然
手
当
向
怠
転
注
１

と
相
成

（
候
）

茂
の
ニ
付 

何
時
兵
端
を
開
き
候
共

御
武
威
相
立
候
様 

猶
又
御
手
当
向
急
速
厳
重
ニ
被
仰
付
度

就
而
ハ 
平
常
之
入
費
可
相
成
程
ハ
令
省
略
之
儀

精
々
厚
く

御
世
話
被
成
下
度 
此
度
兼
而
可
申
上
相
含
居
候
處 

幸
此
度

存
意
申
上
候
様
御
達
有
之
ニ
付 

乍
恐
不
顧
拙
陋
注
２

存
付
之
大
意

申
上
候
　
以
上

十
一
月

御
名

巳
十
一
月
廿
七
日
御
直
筆
ニ
而
　
上
包
美
濃
紙
上
江

御
名
計
御
調
御
印
封
御
文
箱
入
御
印
付
　
其
上
へ
御
差
札
封
書
を

是
又
御
名
計
相
調 

納
戸
上
の
庄
兵
衛
を
以
被
成
申
付 

於
御
用
■
公
儀
人
へ

靭
負
殿
注
３
被
申
渡
相
済
申
候

一
　
同
廿
八
日
堀
田
備
中
守
様
江
三
井
善
右
衛
門
注
４
持
参
御
用
人
大
野
舎
人
を
以
差
留

＊
１
怠
転
＝
退
転
。
修
行
し
て
得
た
境
地
を
失
っ
て
、
低
い
境
地
に
転
落
す
る
こ
と
。

＊
２
拙
陋
＝
（
せ
つ
ろ
う
）
つ
た
な
く
て
い
や
し
い
こ
と
。
拙
劣
。

＊
３
靭
負
＝
（
ゆ
き
え
）
浦
靭
負
。
萩
藩
當
役
。

＊
４
三
井
善
右
衛
門
＝
江
戸
長
州
藩
邸
吏
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候
斗
酒
被
成
落
手
候
事

一
　
午
五
月
　
御
使
を
以
御
国
江
茂
被
仰
越
候

一
　
午
五
月
　
御
備
場
ニ
付
御
差
越
候

か
し
こ
み

つ
い
て

今
般
存
意
申
立
候
様
被
仰
出
奉
畏
候 

就
而
ハ
昨
年
申
上

候
外 

格
別
存
付
無
之
候
得
共

勅
答
之
旨
猶
御
取
扱
方
之
御
達
ニ
付 

再
応
考
合
仕
候
處

永
世
安
全
之

思
召
ニ
付
而
者 

人
気
一
和
之
外
他
事
無
之
歟
と
存
奉
候 

外

国
之
和
議
相
調
候
共 

人
気
之
不
和
出
来
仕
候
而
ハ
不
相
済 

御
疎

無
之
儀
ニ
ハ
御
座
候
得
共 

乍
此
上

叡
慮
之
旨

◇
　
安
政
五
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
長
州
藩
か
ら
幕
府
へ
の
答
申
案
　
◇
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（
之
欠
）

ひ
と
え

御
尊
奉
□
御
趣
意
を
以
偏
ニ
御
一
和
ニ
而 

待
夷
之
御
良
策
ニ

あ
ら
せ
ら
れ
た
く

さ
な
く

為
在
度
奉
存 

無
左
候
而
ハ 

自
然
内
外
之
憂
患
差
起
り
候
様

（
候
）

立
至
□
而
ハ 

何
と
も
奉
恐
入
候
次
第
ニ
付 

此
段
厚
御
處
置
有
之

度
儀
ニ
奉
存
候
　
以
上

午
五
月
二
日
御
直
筆
ニ
而
上
包
美
濃
紙
上
江
御
名
計
御
国
よ
り
印
ニ
付

御
文
箱
其
上
江
御
差
札
奉
書
相
包 

亦
御
名
計
相
調 

差
札
ハ
新

蔵
書
調
候

一
　
同
三
日
堀
田
備
中
守
様
江
小
倉
源
右
衛
門
持
参
公
用
人
を
以
差
出
候
処 

被
成

落
手
候
事よ

り

此
度
墨
夷
一
件 

従
幕
府

天
朝
江
御
伺
相
成
候
處 

下
田
条
約
之
外
一
切

御
許
容
不
被
遊
候
節
者 

自
然
異
變
も
難
計
ニ
付 

防
御
等
之

◇
　
安
政
五
年
　
幕
府
諮
詢
に
対
す
る
長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
幕
府
諮
詢
に
対
す
る
長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
幕
府
諮
詢
に
対
す
る
長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
幕
府
諮
詢
に
対
す
る
長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
　
◇

◇
　
安
政
五
年
　
幕
府
諮
詢
に
対
す
る
長
州
藩
国
相
府
の
意
見
書
　
◇
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（
か
ら
）

處
置
□
□
被
聞
召
度
と
の

し
か
る
と
こ
ろ

叡
慮
被
仰
出
候 

然
處 

幕
府
ニ
而
ハ 

最
前
仮
條
約

之
外
御
扱
方
無
之

勅
諚
之
通
ニ
而
者
國
家
之
御
為
ニ
不
相
成
事
之
由
ニ
而 

列
侯
御

気
付
之
筋
被
仰
出
候
様
御
達
有
之 

誠
に

（
之
）

（
一
）

つ
い
て
は

皇
國
□
御
□
大
事 
不
容
易
儀 

就
而
者
於
此
御
方
も
忠
謹
注
１

之

あ
ら
せ
ら
れ
ず

御
建
白
不
被
為
在
候
而
者

天
朝
幕
府
ハ
不
能
申

（
敷
）

趣
カ

御
祖
宗
注
２

江
被
為
對
而
も
被
相
済
間
□
儀
と
奉
存
候
■ 

依
之

私
共
不
顧
愚
昧
集
議
之
趣
奉
申
上
候 

元
来
墨
夷
申
立
之

＊
忠
謹
＝｢

防
長
回
天
史｣

で
は｢

謹｣

は
言
偏
に
党
の
旧
漢
字
（
ソ
フ
ト
の
関
係
で
活
字
が
出
な
い
）

＊
祖
宗
＝
（
そ
そ
う
）
君
主
の
始
祖
と
中
興
の
祖
。
現
代
以
前
の
代
々
の
君
主
の
総
称
。
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（
欠
）

趣 

表
ハ
懇
切
忠
告
之
様
相
見
候
得
共 

内
実
禍
心
を
抱
蔵
仕
候
ハ

追
々
之
応
接
ニ
而
も
被
相
察
之
處 

於
幕
府
寛
裕
之
御
取

あ
ら
せ
ら
る
る

扱
被
為
在
者
一
時
之
御
権
宜
注
１

ニ
も
可
有
之
候
得
共 

数
ヶ
所
開
港

（
之
）

(

欠)

夷
人
雑
居 
邪
教
□
寺
院
建
立
等
相
成
候
而
ハ 

人
心
誑
惑
注
２ 

遂
ニ
禍

乱
を
生
シ
候
ハ
必
然
之
勢
ニ
而 

御
国
躰
茂
不
相
立 

後
患
難
免

様
相
見
候
　
此
度

(

者)

叡
慮
之
通
墨
夷
御
拒
絶
相
成
候
ハ
ゝ 

眼
前
異
變
を
生
じ
候

儀
も
可
有
之
候
へ
と
も 

御
国
体
ニ
お
ゐ
て
聊
屈
辱
無
之 

海
内
之
死
力

(

欠)

を
盡
し
遂
防
戦
候
様
御
英
断
相
成
候
得
者 

人
心
忽
一
變
し

（
製
造
）

太
平
之
流
弊
相
改
り 

兵
馬
調
練
炮
艦
之
制
造
等
者
不
日
ニ

＊
１
権
宜
＝
（
け
ん
ぎ
）
時
に
応
じ
て
適
当
に
処
置
を
す
る
こ
と
。
間
に
合
わ
せ
の
は
か
ら
い
。

＊
２
誑
惑
＝
（
き
ょ
う
わ
く
）
人
を
た
ぶ
ら
か
し
迷
わ
す
事
。
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相
整
　
皇
國
御
興
起
之
良
策
此
外
ニ
ハ
有
御
座
間

こ
れ
に
い
で
衍
字

敷 
乍
恐 

叡
慮
出
于
此
ニ
候
而
ハ
誠
に
天
下
之
大
幸
も
可
奉

(
付)

申
儀
ニ
而 
於
幕
府
茂

あ
ら
せ
ら
れ
て

勅
意
御
遵
奉
被
為
在
可
然
御
事
奉
存
候 

此
段
御
建
白

あ
ら
せ
ら
れ

被
為
在
候
ハ
ゝ
　
天
朝
江
之
御
忠
節 

幕
府
江
之
御
信

(

之)

義 

且
ハ 

洞
春
公
注
１

以
来
□
御
忠
志
を
被
為
継 

御
孝

道
ニ
も
相
脇
可
申
儀
と
奉
存
候
間 

御
熟
慮
之
上 

御
建
国
儀

あ
ら
せ
ら
れ

ふ
し
て

(

克)

被
為
在
度 

伏
而
懇
願
仕
候 

右
之
通
程
善
被
仰
上
度
頼
存
候

筑
前
注
２

公
儀
よ
り
御
達
書
之
写

*

洞
春
公
＝
毛
利
元
就
。

＊
筑
前
＝
毛
利
筑
前
元
統
。
萩
藩
当
職
。

猶
予




